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The adoption or combination of self-help systems and the suppo口ofthose recovered from addiction is acknowl-
edged to be one of the effective therapeutic tools for the recovery from drug addiction. Nearly 20 years ago Drug 
Addiction Rehabilitation Centers (DARCs) using self-help support systems for the r巴coveryprocess originated in 
Japan， and much attention has been paid to their achievements. 
In order to identify the trend in studies on DARCs in lapan， we surveyed th巴literaturesover the last ten years from 
the following view points: 1) descriptions or introduction of facilities， 2)r巴coveryfrom addiction， 3)evaluation of 
DARCs' services， 4)DARCs and user' s family， and 5) cooperation of DARCs with relat巴dspecialists organizations. 
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本研究ノートは、複数のレフェリーと編集委員会による査読を受けたものである。















り入れたものとして、回復者主導型の薬物依存症回復施設がある。それは、 DrugAddiction Rehabilitation 
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E 検索結果
検討の対象とした25編の論文の内訳は、原著論文13編、総説 1編、解説11編であった。年代順に見ると、
1996年から1998年には報告はなかった。 1999年2編、 2000年6編、 2001年2編、 2002年3編、 2003年3編、











番 解説 実情報告 からの 活動の 家族会 関係機関?Eコ7 著者(文献番号) 調査 回復 評価 の活動 と
の連携
l 1999近藤 。




6 2000近藤・坪倉・森田 。 。 。
7 2000近藤・飯室・岩井 。 。
8 2000近藤 。
9 2001村上・比江島・柾岳 。
10 2001近藤・村上・比江島 。 。 。 。
11 2002和高 。 。 。
12 2002上岡・安高・西村 。 。 。 。
13 2002岩井 。 。 。
14 2003富永 。
15 2003上岡・安高・西村 。
16 2003江藤 。 。
17 2004近藤・幸田・柴田 。 。 。
18 2004西村 。 。 。
19 2004菊地・和田 。 。
20 2004大津・石川・幸田 。
21 2004嶋根・三砂 。 。
22 2004近藤 。 。
23 2004松尾・平瀬・池内 。 。 。
24 2005嶋根・森田・末次 。 。 。 。
25 2006増井・河野・森 。 。 。
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E 主な論点と論文内容
ここでは、 25編の論文を、 1)ダルク(施設)の解説あるいは実情紹介、 2)依存症からの回復、 3)ダ
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